
廃止措置の取組み状況等について
（電力事業者）
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日本原子力研究開発機構
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●「ふげん」は、2003年3月に約25年間の運転を終了。
●2008年2月に廃止措置計画の認可を受け、2033年度終了の予定で廃止措置を進めています。

原子炉冷却系

重水・ヘリウム系

■原子炉周辺設備の解体撤去実施中
●原子炉周辺設備のうち、Aループの原子炉冷却系設備等を解
体撤去(2019.7.1～）

■タービン設備の解体撤去実施中 (一部解体撤去済み)
●原子炉給水ポンプ及び配管等の解体撤去(2020.8.24～）

トピック

■解体撤去物のクリアランス測定(次頁参照)

■第1回定期事業者検査開始(2020.10.1～)

■原子炉本体からの試料採取技術の実証
●原子炉下部からの試料採取(6試料)を完了(分析中)
●原子炉側部からの試料採取に向けた準備を実施中

■使用済燃料
⚫燃料貯蔵プールにおいて、466体を保管中
⚫輸送容器の設計承認申請の対応中
(2020.2.28 輸送容器の設計承認申請)

■非管理区域設備等の解体
⚫屋内給湯設備の膨張タンクの解体(2020.9.30～）
●亜鉛注入設備の解体予定

（解体撤去済み）

Aループ Bループ

原子炉

「ふげん」の廃止措置 現状
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除染前(t) 除染後(t)

金属 約250 約250

コンクリート - -

その他 約20 約20

金属 約1,290 約1,290

コンクリート - -

その他 約90 約90

金属 約6,170 約2,490

コンクリート 約39,200 約2,700

その他 - -

金属 約510 約4,190

コンクリート - 約36,510

約47,500 約47,500

※廃止措置計画に記載の数値を一部抜粋及び改編

※端数処理のため合計値が一致しないことがある

※除染後とは、除染係数を100とした場合の各レベル毎の物量

放射性物質として扱う必要のないもの
(クリアランス)

合計

放射能レベル区分 種別
廃止措置期間に発生する廃棄物

低レベル
放射性廃棄物

放射能レベルの比較的高いもの
(レベル1)

放射能レベルの比較的低いもの
(レベル2)

放射能レベルの極めて低いもの
(レベル3)

「ふげん」の廃止措置によって発生する廃棄物の量

解体撤去物の発生

分別、除染（必要に応じて）

保管管理（測定待ち）

測定・評価方法の国への申請・認可

保管管理（確認待ち）

国による確認

保管管理（搬出待ち）

搬 出

➢方式：ウェットブラスト
➢処理能力：～2トン/日
➢ブラスト材：ステンレス鋼（グリッド形状）

自動除染装置
（復水器解体後の跡地）

除染

クリアランス金属：約4,190t

評価・測定

モニタトレイに解体金属を

設置

測定後の梱包の様子

≪クリアランス運用に向けた取り組みの経緯≫

2018. 8.31：ｸﾘｱﾗﾝｽ測定・評価方法の認可（金属約1,100t)

2018.12.10：ｸﾘｱﾗﾝｽ測定開始

2019.11.12：放射能濃度の確認証受領（第1回： 約 49t）

2020.  9.23：放射能濃度の確認証受領（第2回：約126t）

合計：約175t

解体撤去物のクリアランス測定

●クリアランス制度の社会への定着が重要
●関係者のご理解を得つつ再利用に向けて取り組む 6


